
1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

自分が興味を
もつ領域を
選んで入学

学部共通の必修科目を学ぶと同時に
入学した領域に応じて専門的な学びを深める
多様な授業を通じて自分の興味を鍛え、
新たなテーマを見出す

新たなテーマに沿ってプロジェクト
科目群（ 演習・実習 ）を選択
理論・実践・考察を往還し
領域横断的に学ぶ

自分のテーマを掘り下げ
卒業論文執筆

4-Year Studies
4 年間で何を学ぶ ?

興味・関心にあわせて学びをデ ザインし、系 統的な履 修 を行うため、
領域 を設 置 。出願時に領 域を選 択します。

3・4 年次には全員が合流
して学び合える「 プロジェ
クト科目群（ 演習・実習 ）」
で、自分の興味のある社会
問題をテーマに、多面的な
学びを深めます。

学部サイト

現代社会 領域 文化・メディア領域 健康・スポーツ社会領域 現代福祉領域

差別や格差、ジェンダーギャップ、環
境汚染など、現代社会における日本
や世界のさまざまな社会問題を幅広
く学び、その解決を模索する領域。

芸術や文化、宗教と社会との関係、メ
ディアやジャーナリズムと社会との関
係を学び、人々のつながり方や価値
観のつくられ方を研究する領域。

生 活 に 多 彩 な 影 響 を 与 え る よ う に
なったスポーツやメンタルヘルスな
ど、私たちのからだとこころの健康
から社会のあり方を学ぶ領域。

貧困をはじめとする福祉をめぐる社
会問題と、その背景にある社会の構
造を学び、誰もがその人らしく生き、
安心して暮らすことができる社会の
実現を実践的にめざす領域。

・基礎ゼミナール A・B
・社会学への招待
・社会福祉学への招待
・社会調査入門
・社会イノベーション実践論 など

・公共社会学 I・II
・質的調査法
・量的調査法
・社会学の歴史と理論
・ソーシャルワークの
   基盤と専門職  など

学修の基盤を形成するための「 基礎 教育科目群 」

学部共通コース

4 領域の特色ある科目「 専門教育科目群 」

現代社会
領域

・階層と格差の社会学
・ジェンダーと家族の社会学
・グローバリゼーションの社会学
・逸脱と犯罪の社会学
・歴史と記憶の社会学

・集団とネットワークの社会学
・子ども社会学
・都市社会学　
・地域社会学
・環境社会学　　　　　　　　など

文化・
メディア
領域

・アートと社会
・文化と表象の社会学
・ラジオ番組制作
・インタビュー技法
・広告と社会

・ポピュラーカルチャー論
・共生のジャーナリズム
・リスクコミュニケーション論　
・ネット映像技法
・社会問題とメディア　　　　  など

健康・
スポーツ社会
領域

・健康とライフスタイル
・健康と病の社会学
・健康心理学
・アウトドアスポーツ演習
・スポーツ社会学

・現代生活と保健衛生
・レクリエーション実技
・地域とスポーツ
・スポーツとビジネス
・スポーツと身体　　　　　　など

現代福祉
領域

・地域福祉論
・ソーシャルワークの理論と方法
・貧困に対する支援
・社会保障論
・国際福祉論

・児童福祉論
・社会的企業論
・ボランティア・NPO 論
・多文化共生論
・社会福祉調査の基礎　　　　など

領域別に
入学

領域横断的に
学ぶ

プロジェクト科目群（ 演習・実習 ）
テーマ例

学生の興味のあり方によってさまざまにテーマを設定

など

多文化共生と多様性

ジェンダーとセクシュアリティ

現代社会における文化と宗教

メディア実践

プロスポーツクラブと地域

農業と地域社会

公衆衛生と健康なまちづくり

都市祭礼の現状、継承と課題

ジャーナリズム

アジアにおける仏教ソーシャルワーク

教育格差

スポーツマネジメント

実習
（ 実践 ）

専門教育
科目群

講義（理論）

演習
（ 考察 ）

往 還
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